外来・通所　カンファレンス記録

	平成22年　3月　1日（月）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会　中居　則子　　記録　上野　葉子
	A.O.M.
	S.G.M.

	
	
	
	


	飯野
	服部
	木村
	上野
	中居
	川井
	山田（沙）
	佐々木
	大谷地
	谷藤
	田中
	福田

	○
	○
	公休
	○
	○
	業務
	○
	○
	○
	業務
	業務
	業務


出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する
＜連絡事項＞

· 3/22（月）～3/23（火）苅田葉子さん通所ローテーション研修実施。

· 3/3（水）飯野ＳＧＭ、私用のため欠勤。

＜デイケア事例検討＞

駒木　学　様（37）男性　主病名：統合失調症　　合併症：脂質代謝異常症

利用開始日：平成21年9月14日（0年5ヶ月）

治療計画　：①定期的に通所を利用し、生活リズムの確立を図る。

　　　　　　②定期的な通所が続いた後に、就労に向けて支援していく。

　　　　　　③体調不良や妄想・幻覚など、生活状況の確認を行う。

検討内容　：治療計画の見直しと評価
本人の様子・評価
1 に対して

· 本人希望で通所利用再開しているが、初めの1ヶ月のみ来所され、後はほとんど来所していない状態。最終通所日は10/28。

· 通所出来ない理由として、デイケア来所するとテレビや周囲の音が気になり、幻聴が出現するとのこと。担当医からも、病状が悪くなるようであれば無理に通所する必要はないと説明あり。

· 生活状況については、朝8：00～9：00（外来日は7：30）に起床し、12時に昼食（1食目）を摂り、夕方に夕食を食べて19：00頃就床、0：00に起床し2時間高校講座を観て、それから朝まで寝るという生活を繰り返している。睡眠は総合して12時間近く取っているとのこと。

2 に対して

· 4月より、通信制の高校に通う予定とのことで、願書も提出済み。水・日が登校日とのこと。

3 に対して

· デイケアに来所することはない為、外来日に担当スタッフが病院まで行き、話を聞いている。

· スタッフから質問をすることで、自身の生活状況について話すことが出来ている。

· 幻聴については、最近はあまりないとのこと。以前は飲酒をしながら高校講座を観ているという話があった為、本人に確認を行っていく。

検討結果

①：治療計画継続。外出時に幻聴や周囲の音が気になるのであれば、通信制の高校に行くこともあり、デイケアに来所して少しずつ集団の環境に慣れてみてはどうかと、通所を促していく。

②：就労に関する意思は、現在のところ聞かれない為、計画中止。

③：治療計画継続。デイケア利用出来ない日が続いているのであれば、外来受診時に本人の話を聞きに行く。

＜青明舎登録者様　情報交換＞

· 番沢　政勝　様～先週より風邪気味で、漢方薬処方されていたが体調は改善しないとのこと。鹿内

内科受診を勧めているが、自分ではうまく症状を伝えることが出来ないとのことで、青明舎同行にて受診している。採血、胸部レントゲン実施し、3/3（水）の午後に検査結果を聞きに再受診予定。デイケアも3日間休んで様子を見るとのこと。

· 富田　紀子　様～先月65歳になった為、介護保険申請している。また、グループホーム内で「靴

が壊れたのは種本さんがやったからだ」と訴えることがある。自然に壊れたのではないかと説明するが、本人納得せず、「（靴代）1万5千円よこして」と相手に要求している。保護者である姉様に情報提供している。

⇒以前から同様の被害的な考えが出てくることがあった為、病状の変化も考慮し、注意していく。

· 其田　淑子　様～グループホーム退所後、アパートに引越したら通所はデイケアに変更したいと希

望あり。帰宅時に周囲が暗いと不安だと話されている。引越しや退所に関しては具体的には決定していない為、それと合わせて担当医にも情報提供し相談していくこととしている。

· 我満　奈津紀様～本日より娘様が根城小学校に登校しているとのこと。自宅に居ても暇なので、デ

イケア利用を再開したいとデイケアスタッフに話されている。また、青明舎スタッフにも本人から話があり、娘様が登校したら安心して疲れたと話されている。疲れた時は無理をせずよく休むように説明している。

＜利用者様情報＞

· 北嶋　　剛　様～本日、本人より電話連絡あり近況報告している。生活環境、精神状態は特に変わ

りなく、母親の介護をしながら、アドバイスを受けて家事をこなしているとのこと。また、定期的に伯母（母親の姉）が訪問し、本人の話を聞いてくれると話されている。長期間デイケアに通所できていないことが気になっているとのことで、みかわクリニックの主治医に相談したところ、「状況が状況だから」と説明されたとのことで、「自分でも行きたいけ

ど仕方がないと思う」と本人話されている。

· 東山　　昇　様～本日、左手掌の創部の抜糸を行っているとのこと。また、訪問看護スタッフより

情報提供あり、本人が訪問看護利用を増やしたいと希望している件について、担当医からは「本人と訪問看護スタッフで話し合って決めるように」との方針があったとのこと。訪問看護スタッフより、デイケアスタッフからも本人の意向を確認して欲しいとのことで、意思確認し、情報提供を行っていく。訪問看護スタッフと本人同士でも話し合っているが、利用を増やしたいという理由については曖昧に話しており、ハッキリしないとのこと。明確な意思が聞かれたら、2週間に1回の利用に増やすことも検討していくと訪問看護より情報。

· 細越　定生　様～先週金曜日、「運動療法は意味がない。型にはめるつもりか」と口調強く訴えて

いる。デイケアは集団行動の場であること、以前より通所利用のルールについて説明していることを振り返っているが、本人「そうだけど･･･」と濁して納得していない様子。「検査結果も異常がないし」と話している為、運動を続けているから現状維持出来ていることを説明している。

　　　　　　　　　　また、合唱練習について、「荒木地って奴むかつくんだよ。ただ歌えば良いって意見しておいて、自分は動かないで面白くない」と話す。相手が意見した理由は聞いたのか尋ねるとよく聞いていなかったとのことで、次回聞いてみるのも良いのではないかと説明するが、「もうあいつとは話す気はない」と頑なに話している。また、大声で不満を言ったことに対して、周囲や相手が不快に思うのではないかと説明するが、「今後付き合うつもりはないから」と理解示さず。

· 荒木地　和弥様～金曜日の合唱練習にて、細越定生様とのやりとりについて確認すると、基礎が出

来ていないと工夫も難しいから、まずは歌えるようになった方が良いと説明したと話している。それを相手にうまく伝えたのか確認すると、「伝えたつもりですけど･･･」と話している。相手には伝わっていないようなので、次回練習時にもう一度伝えてみてはどうかと説明している。また、普段より説明が得意ではない為、それが課題であることを本人に振り返って戴いている。

· 繁名　和恵　様～本日、生理痛を理由に欠席希望きかれていたが、促しにて来所すること出来てい

る。来所後、不調を訴え静養室にて休まれている。来所できたことを評価しつつ、過度な休養は避けるように説明していく。

· 奥山　以依子様～減量出来ており、先月BMI25.0だったが、本日24.6となっている。減量できた

ことを評価している。

· 高橋　百壽　様～運動療法でツイストを激しく行ったり、重いものを平気で持ったりしていること

があり、肋間神経痛がひどかったのではないかと指摘すると、「いたたた･･･」と肋骨を抑えている。また、先週より気分の高揚さや、セクハラ発言が多くなっている。

⇒精神症状の変化を考慮し、様子観察を行っていく。また、本人の発現に左右されないように毅然とした態度で接する。

＜外来利用者様情報＞

· 我満　奈津紀様～子供が学校に行って落ち着いたら、デイケア利用を再開したいとのこと。久しぶ

りに掃除をやろうかと思っていると話されている。毎晩350mlのビールを飲んでいるとのこと。また、松園町の団地を申し込んでいたが、補欠になったとのことで、3/12の申し込みまでに漏れがあったら当選するかもしれないと話されている。

· 藤村　　翔　様～背中が痛いとの訴えがあるが、様子を見るように説明。幻聴はないとのこと。

· 田中　　一　様～血圧は安定しており、外来時136/84mmHg。両足白癬にケルガークリーム3本

処方。次回から白癬の内服を再開する予定。本日、定期のハロマンス筋肉注射実施。体重83.2kgと増加傾向。
















